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音のもととなる振動の不思議。
モノにはそれぞれ、ゆれやすくなる振
動があるそうです。大きな橋が波のよ
うに揺れる映像にはみんな驚きました。

参加者がマイクに向かって「アーッ」と
言ってみました。周波数を調べる装置で、
いくつの音が混ざっているか調べてみる
と・・・

「アーッ」は、5つくらいの音からできて
いることがわかりました。

基板にICやスピーカー、電池、可変抵
抗（ボリューム）などを取り付け、参
加者一人一人が音の出る機械をつくっ
てみました。

各部品に電気が通るようにつくるのは少し難
しかったですが、無事に完成することができ
ました。音を出しながらボリュームをまわす
と、音が高くなったり低くなったりしました。

振動の数を測るチューナーという機械をス
ピーカーに取り付け、ボリュームを調節し、
「ド」の音を調べました。他の音も探せば、
みんなで演奏することもできます。


